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第一部【企業情報】

第1 【企業の概況】

1 【主要な経営指標等の推移】

回次
第7期
第3四半期
連結累計期間

第8期
第3四半期
連結累計期間

第7期

会計期間
自2018年 1月 1日
至2018年 9月30日

自2019年 1月 1日
至2019年 9月30日

自2018年 1月 1日
至2018年12月31日

売上高 (百万円) 7,814 12,096 9,670

経常利益 (百万円) 1,983 2,537 2,117

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
(百万円) 1,269 1,620 1,359

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,269 1,620 1,359

純資産額 (百万円) 5,722 7,336 5,880

総資産額 (百万円) 29,328 40,620 33,028

1株当たり四半期(当期)純利益金

額
(円) 60.64 76.08 64.93

潜在株式調整後1株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) 59.27 75.51 63.49

自己資本比率 (％) 19.51 18.06 17.80

 

回次
第7期
第3四半期
連結会計期間

第8期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年 7月 1日
至2018年 9月30日

自2019年 7月 1日
至2019年 9月30日

1株当たり四半期純利益金額 (円) 16.40 23.10

(注)1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3. 2018年10月30日開催の取締役会決議により、2018年11月30日付で株式1株につき2株の株式分割を行っております

が、2018年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調

整後四半期(当期)純利益金額を算定しております。

2 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 

(主要な関係会社の異動)

当第3四半期連結会計期間において、ロードスターインベストメンツ株式会社を新たに設立したため、連結の範囲

に含めております。

この結果、2019年9月30日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社2社により構成されることとなりまし

た。

なお、当社グループは、不動産関連事業の単一セグメントであります。
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第2 【事業の状況】

1 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第3四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境の改善が堅調に推移いたしました。

一方、米中貿易摩擦の先行きについて不透明さが増したため世界経済の減速懸念が顕在化し、またブレグジットをは

じめとしたEU情勢にも注視する必要があります。

当社グループが属する不動産及び不動産金融業界、特にB to Bのオフィス不動産マーケットにおきましては、日本

銀行の金融緩和政策が継続し、金融機関の融資姿勢に大きな変化は見られないため資金調達環境が良好であり、物件

取得意欲は依然として旺盛なものとなっております。三鬼商事㈱の最新オフィスビル市況(2019年9月時点)によれ

ば、都心5区(千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区)の既存オフィスビルの空室率は1.64％と引き続き低位で推

移しており、坪当たり平均賃料についても21,855円と前年同月比6.93％、69か月連続の上昇となっております。

また、㈱矢野経済研究所「国内クラウドファンディング市場の調査を実施(2018年)」(2018年12月3日発表)

(ご参考：https://www.yano.co.jp/press-release/show/press_id/2036)

によると、国内のクラウドファンディング市場規模は、高い成長率で拡大しており、2018年度の市場規模は前期比

20.3％増の2,044億円となる見込みです。

こうした環境の中、当社グループでは、コーポレートファンディング事業において、当社の注力市場である東京都

心の数億円～30億円程度の中規模オフィス等への投資によって自己保有資産残高の拡大を図りました。また、不動産

特化型クラウドファンディング事業において、投資家会員数と累積投資金額が増加いたしました。

これらの活動の結果、当第3四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は、以下のとおりとなりました。

 

イ．財政状態

(資産)

当第3四半期連結会計期間末の総資産は40,620百万円(前連結会計年度末比23.0％増)となりました。主な増加要因

は、販売用不動産の取得及び営業貸付金の増加によるものであります。

(負債)

当第3四半期連結会計期間末における負債合計は33,284百万円(同22.6％増)となりました。主な増加要因は、借入

金と匿名組合出資預り金の増加によるものであります。

(純資産)

当第3四半期連結会計期間末における純資産合計は7,336百万円(同24.8％増)となりました。主な要因は、親会社

株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加、及び配当による利益剰余金の減少によるものであります。

 

ロ．経営成績

(売上高の状況)

コーポレートファンディング事業における不動産の売却や不動産賃貸収入の増加、クラウドファンディング事業

における売上高増加並びに仲介手数料売上の発生により、売上高は12,096百万円と前第3四半期連結累計期間に比べ

4,282百万円、54.8％の増収となりました。

主要なサービス別の概況は以下のとおりであります。なお、当社グループは単一セグメントであるため、セグメ

ントごとに記載しておらず、サービス別に区分して記載しております。

 

a．コーポレートファンディング事業

ⅰ．不動産投資事業

5物件を売却した結果、不動産投資売上は10,549百万円(前年同四半期比56.7％増)となりました。

ⅱ．不動産賃貸事業

5物件を売却しましたが、新たに9物件の取得等を実施した結果、不動産賃貸売上は1,014百万円(同9.9％増)と

なりました。

b．クラウドファンディング事業

営業貸付金を5,355百万円まで増加させた結果、クラウドファンディング事業の売上は279百万円(同79.6％増)と

なりました。
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c．その他事業

仲介手数料売上等により253百万円となりました。

(営業利益の状況)

営業利益については、売上高の増収の影響があった一方、業務拡大に伴う人件費の増加を受け、販売費及び一般

管理費が780百万円(同29.8％増)となったことにより、2,862百万円(同33.5％増)となりました。

 

(経常利益の状況)

経常利益については、営業利益の増加などにより、2,537百万円(同27.9％増)となりました。

 

(親会社株主に帰属する四半期純利益の状況)

親会社株主に帰属する四半期純利益については、経常利益の増加などにより、1,620百万円(同27.7％増)となりま

した。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

3 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3 【提出会社の状況】

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数 (株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年9月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年11月5日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,384,000 21,384,000
東京証券取引所

(マザーズ)

完全議決権株式であり、権利内

容に何ら限定のない当社におけ

る標準となる株式であり、単元

株式数は100株であります。

計 21,384,000 21,384,000 － －

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高(百万円)

2019年7月 1日～

2019年9月30日
－ 21,384,000 － 1,388 － 1,378

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年6月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

2019年6月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

100
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,381,600
213,816 －

単元未満株式
普通株式

2,300
－ －

発行済株式総数 21,384,000 － －

総株主の議決権 － 213,816 －

 

②【自己株式等】

2019年6月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数(株)

他人名義所有

株式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

ロードスターキャピタル

株式会社

東京都中央区銀座

一丁目10番6号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

2 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4 【経理の状況】

1. 四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

2. 監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間(2019年7月1日から2019年9月30

日まで)及び第3四半期連結累計期間(2019年1月1日から2019年9月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有

限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2019年9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,871 7,691

営業貸付金 3,340 5,355

販売用不動産 23,194 27,171

その他 350 86

流動資産合計 32,756 40,304

固定資産   

有形固定資産 71 63

無形固定資産 8 10

投資その他の資産 191 242

固定資産合計 271 316

資産合計 33,028 40,620

負債の部   

流動負債   

短期借入金 50 949

1年内返済予定の長期借入金 4,365 696

未払法人税等 454 504

賞与引当金 - 87

その他 488 417

流動負債合計 5,359 2,655

固定負債   

長期借入金 14,751 21,135

匿名組合出資預り金 6,358 8,447

その他 677 1,045

固定負債合計 21,787 30,629

負債合計 27,147 33,284

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,369 1,388

資本剰余金 1,359 1,378

利益剰余金 3,150 4,568

自己株式 △0 △0

株主資本合計 5,879 7,335

新株予約権 1 1

純資産合計 5,880 7,336

負債純資産合計 33,028 40,620
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
 前第3四半期連結累計期間
(自　2018年1月 1日
　至　2018年9月30日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2019年1月 1日
　至　2019年9月30日)

売上高 7,814 12,096

売上原価 5,068 8,453

売上総利益 2,745 3,643

販売費及び一般管理費 601 780

営業利益 2,144 2,862

営業外収益   

違約金収入 3 -

受取保険金 2 0

消費税差額 4 -

デリバティブ評価益 2 -

還付加算金 - 1

その他 0 0

営業外収益合計 13 2

営業外費用   

支払利息 134 161

デリバティブ評価損 - 54

支払手数料 39 108

その他 0 2

営業外費用合計 174 328

経常利益 1,983 2,537

特別損失   

本社移転費用 14 -

特別損失合計 14 -

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 1,968 2,537

匿名組合損益分配額 127 194

税金等調整前四半期純利益 1,841 2,342

法人税、住民税及び事業税 606 775

法人税等調整額 △34 △53

法人税等合計 572 722

四半期純利益 1,269 1,620

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,269 1,620
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
 前第3四半期連結累計期間
(自　2018年1月 1日
　至　2018年9月30日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2019年1月 1日
　至　2019年9月30日)

四半期純利益 1,269 1,620

四半期包括利益 1,269 1,620

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,269 1,620

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

当第3四半期連結会計期間より、新たに設立したロードスターインベストメンツ株式会社を連結の範囲に含めてお

ります。

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年2月16日)等を第1四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
(自 2018年1月 1日
至 2018年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2019年1月 1日
至 2019年9月30日)

減価償却費 262百万円 317百万円

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間(自　2018年1月1日　至　2018年9月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年

3月29日

定時株主総会

普通株式 114 11.00
2017年

12月31日

2018年

3月30日
利益剰余金

 

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間(自　2019年1月1日　至　2019年9月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年

3月28日

定時株主総会

普通株式 201 9.50
2018年

12月31日

2019年

3月29日
利益剰余金

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、不動産関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
(自　2018年1月 1日
至　2018年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2019年1月 1日
至　2019年9月30日)

(1)1株当たり四半期純利益金額 60円64銭 76円08銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,269 1,620

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額(百万円)
1,269 1,620

普通株式の期中平均株式数(株) 20,929,733 21,297,089

(2)潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額 59円27銭 75円51銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 485,874 161,399

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

新株予約権150個

(普通株式300,000株)
－

(注) 2018年10月30日開催の取締役会決議により、2018年11月30日付で株式1株につき2株の株式分割を行っております

が、2018年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後1株

当たり四半期純利益金額を算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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2 【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月5日

ロードスターキャピタル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三井　勇治

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 竹田　裕

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロードスターキャ

ピタル株式会社の2019年1月1日から2019年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2019年7月1日から

2019年9月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2019年1月1日から2019年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロードスターキャピタル株式会社及び連結子会社の2019年9月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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